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覚醒とアセンションプログラム 第 2 フェーズ ワークシート概要 

ENLIGHTENMENT & ASCENSION PROGRAM PHASE 2 WORKSHEET OUTLINE 

 

ガイアの純粋な意図：調和した密度の中を軽やかに歩む 

Gaia’s Pure Intention: Walking Lightly in Harmonic Density 

フェイズ 2：モデュール１ Phase 2: Module 1  

アセンションした存在として歩むとは、この世界を後にして去ることではありません。 

それは、光が水を通り抜けるように、この世界を進んでいくことです。 

抵抗なく、重さなく、歪みもなく。 

この状態では、ジャッジメントー裁き、葛藤、恐れという重力が溶けていきます。 

あなたはまだここにいますが、もはや縛られてはいません。 

まだ見ていますが、それは魂の目を通して見ているのです。 

 

セクション１：統合という課題  Section 1: The Challenge of Integration 

この覚醒/アセンションプログラム、そして他の多くのプログラムに参加している方々の多くは、深

い意識拡大の瞬間を感じたことがあります。 

それは、第三の目が開く、スピリットの意識と魂の意識が一瞬つながる体験、あるいは瞑想の中

での、時間を超えた「存在そのもの」としての感覚などです。 

けれども、そのピーク体験は、多くの場合、日常生活の騒がしさの中に戻ると消えてしまいます。 

「進化し続ける人間のスピリットが、共に歩む永遠の魂意識との協働に目覚めること」。 これが一

般に「覚醒」や「悟り」と呼ばれているものです。 けれどもこのモジュール（章）で明らかになるの

は、「覚醒したあとに本当の仕事が始まる」ということです。 

• 覚醒とは、人生の制約や限界から解放されることではなく、それらを統合することです。 

• 覚醒は、あなたの進化し続けるスピリットが新しい肉体の中で形成してきたエピジェネテ

ィック（後天的遺伝子）の問題を免除するものではありません。 

• 覚醒は、あなたの肉体を修復するものではありません。 
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魂意識が、あなたのスピリットの身体感覚意識を導き始めるとき、あなたはもはや「苦しむ者」「正

しさを主張する者」「何かを達成しようと努力する者」といった古い役割を自分だとは思わなくなりま

す。 

あなたは「目撃者/観察者」となり、起こるすべての瞬間に、恩寵と調和で応える存在となります。 

これが、光明を得てアセンションした存在として生きる道です。 

 

セクション２：日常における三つの脳の流れ  Section 2: The Three Brains in Daily Flow 

私たちの肉体には、時間と空間の中を動いていくときに相互作用する三つの神経中枢がありま

す。 

覚醒の状態に入るには、この三つの神経中枢を調和させることが不可欠です。これらは、私たち

の総合的な知性を形づくっています： 

1. 腹の脳（Enteric Brain） — 本能と生存意識を処理します。 

2. 心（ハート）の脳（Heart Brain） — 感情的な共鳴とコヒーレンス（調和）を処理します。 

3. 頭の脳（Cranial Brain） — 論理、記憶、言語を処理します。 

魂意識から生きるとき、頭の脳はもはや主導する立場にはいません。 

それは身体が警戒状態にある時の協力者となります。 

腹とハートの神経中枢が、私たちの直観的な叡智の焦点となるのです。 

• ハートは「今ここ」に存在するための周波数をアンカーします。 

• 腹は、ガイアからのシグナルを受ける「音叉」となります。 

• 魂意識は、松果体を通じて、これら三つを調和のリズムで導きます。 

 

🌬 実践：三点調和エクササイズ  Practice: Tri-Point Coherence Exercise 

1. 椅子に座るか、楽に横たわります。  

呼吸に意識を向け、呼吸が自然にゆったりと深まる のを感じます。 

2. 左手をおへその上、下腹部に置き、そこの知性を感じながら静かに唱えましょう。： 

     「私は、祖先の記憶を通して私に与えられた大地の感覚の叡智を大切にします。」 
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3. 右手を胸、ハートの位置に置き、心臓のリズムを感じながら唱えます。 

 「私は、今この瞬間に完全に存在することへの感謝を通して、純粋な歓び（愛）の真実

の中に憩います。」 

4. 眉間に意識を向けてください。 

あなたの意識が、外側にも内側にも同時に広がっていくのを感じながら、静かにこう言い

ます： 

「私のスピリットは、永遠の魂が創造主のユニバーサルマインドと直接つながっているこ

とを通して、今この瞬間を観察しています。」 

5.  次に、三つのセンターすべてを使って、一回の呼吸のサイクルで息を巡らせます。 

一回の吸息は、三段階にわけて深く吸い込みます。 

 続く呼気も、三つのポイントを意識し、３回吐き出していきます。吸って、吸って、吸って、      

吐いて、吐いて、吐いてという形です。 

吸う： まず腹から吸って…… 次にハート…… そして眉間から吸う。 

吐く： まず眉間から吐いて…… 次にハート…… そして腹から吐く 

６.  3分間続けたら、自然な呼吸に戻します。 1〜2分間、ただ「観察者」として座ります。 

 

 セクション 3： 3 次元世界における 5 次元のプレゼンス 

Section 3: 5th-Dimensional Presence in a 3rd-Dimensional World 

5 次元のプレゼンスから生きると、反応的でなくなります。 

あなたは、もはや外側からの承認を求めなくなります。 

なぜなら、魂の本質がすでに「叡智」を放射しているからです。 

感情を抱くことはあっても、それが「あなた自身」であるとは限りません。 

世界の出来事に関わることはあっても、もはやそれに巻き込まれることはありません。 

やがて人々は、あなたの中にその在り方を感じ取るようになるでしょう。 

それは「優越感」としてではなく、「静けさ」として感じられるのです。 

あなたは、嵐の中の静かな中心となります。 

それは、そうなろうとしているのではなく、 

もはや、嵐の予測不能な激流に巻き込まれなくなっているからです。 
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 実践：リアルタイムのアイデンティティ・シフト  Practice: Shifting Identity in Real-Time 

日記を書くこと（ジャーナリング）は、ジャッジメントのパターンを手放すプロセスにおいて欠かせな

い実践です。 

この練習は、古いアイデンティティのパターンが現れた瞬間に、アセンションした感覚意識を適用

する助けとなります。 

シナリオの内省  Scenario Reflection 

あなたが最近、強く反応してしまった出来事を思い出してみましょう。 

たとえば—— 

誤解された、いら立った、無視された、軽んじられた、あるいは感情的または身体的に傷つけられ

た——そんな体験です。 

今度は、その瞬間を、あなた自身の「覚醒／アセンションした自己」として、あらためて思い描いて

みてください。 

自分に問いかけます。 

• 「私の永遠の魂は、私を通して何を観察していたか？」 

• 「私のスピリットは、何を守ろうとしていたか？ それはなぜ？」 

• 「私は、反応する代わりに、沈黙や軽やかな応答を選ぶこともできたか？」 

人格（パーソナリティ）からではなく、ノンジャッジのプレゼンスから生まれる新しい応答/対

応をリハーサルしましょう。 

その新しいバージョンを、あなたの記憶フィールドに静かに定着させてください。 

そうすれば、次に似た状況で試されるとき、新しいバージョンにすぐアクセスできるように

なります。 

 

クロージング・アファメーション  Closing Affirmation 

「私はこの世界を歩むが、それを背負わない。 

私は輝く光の目を通して見る。 

私は私の永遠の魂の静けさから行動する。 

私は「私が何か」を思い出す——私は驚くべきすばらしい存在である。 120世代の祖先の記憶を
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宿し、私の進化するスピリットは植物から動物まで、地上のあらゆるすべての生命を体験してき

た。 そして私は、創造主の意識そのもののひと粒の粒子であり、ユニバーサルマインドとつなが

る永遠の魂である。」 

 

 

 

魂を通じて地球の声を聴く：全五感の統合 

Listening to the Earth Through the Soul: Full Sense Integration 

フェイズ 2：モデュール２  Phase 2: Module 2  

ガイアは沈黙しているわけではありません。 

彼女は、脈動とささやきの中で、リズムと休止の間で語りかけています。 

その声は、耳だけで聞くのではなく、「今ここにある存在（プレゼンス）」の共鳴を通して聴かれるの

です。 

覚醒／アセンションの道を歩むということは、あなたのスピリットの意識を、永遠の魂との協働によ

って、この惑星の生きたフィールドにチューニングすることです。 

それは、単なる「居住者」としてではなく、「守護しケアする者（Steward）」として歩むということなの

です。 

 

セクション 1：スピリット／魂の機能としてのこの惑星の守護者/守人であること 

Section 1: Planetary Stewardship as a Spirit/Soul Function 

忠実な「守護者」であるということは、地球の資源を管理することではありません。 

それは、地球のエネルギーのパターンと調和することなのです。 

多くの善意ある行動は、いまだに支配的な意識に根ざしています。 

たとえば「地球を救う」「自然を守る」「バランスを回復する」といった表現には、「分離」という前提

が含まれています。 

しかし、5 次元の状態では、あなたは「ガイアがあなたという人間形体を通して自己を表現している

存在」なのです。 

あなたの肉体と、進化しつづけるスピリットは、ガイアのマインドの現れなのです。 
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あなたの「守護者としてのあり方」は、自然に対して何かを押しつける行為ではありません。 

それは、地球が歌う歌に、自然にあなた自身の波動が調和して立ち上がっていくことなのです。 

このような意識から見れば、「地球を癒す」という行為は、「地球そのものを癒すこと」ではなく、 

「人間のスピリットの歪みを癒すこと」であるとわかります。 

なぜなら、地球自身は、すでに全体であり、意識を持った存在だからです。 

 

セクション 2：ガイアの言語を読む  Section 2: Reading Gaia’s Language 

地球は、文章ではなく「共鳴する印象」によって語ります。 

彼女（地球）の言語は、次のようなかたちで私たちを通して流れていきます： 

• 微細な身体の感覚（恐れ、緊張、歓びの波、期待の脈動） 

• 精霊的（エレメンタル）なイメージや象徴的な動物たちに満ちた夢 

• 鏡としての自然界の現象：天候、動物、地形がメタファー（比喩）として働く 

地球はまた、「レイライン（ley lines）」を通してもコミュニケーションをとっています。 

レイラインは、ガイアの身体におけるエネルギーの経絡です。 

古代の構造物は、このレイライン上の交差点に建てられました。 それは、人間の霊的な感覚意

識を高めるためのものでした。 

多くの神殿、ピラミッド、ストーンサークルは、ガイアの周波数 111MHz を増幅し、安定させる場所

として機能しています。 

そして、あなたもまた意識ある存在として、葛藤のない輝くエネルギーを通して、ガイアの周波数を

安定させるポイントとなることができるのです。 

 

実践：地球のレイボディに同調する  Practice: Tuning to the Ley Body of the Earth 

この練習は、屋外でも、または屋内でグラウンディングできるもの（石、土の入ったボウル、クリス

タルなど）を用いて行うことができます。 

1. 静寂（スティルネス）を見つけましょう。 

 地面に直接、または象徴的にでも、足やおしりを接地させて座ります（都市部に住んで

いる場合は象徴的な感覚でも OKです）。 
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2. 呼吸を下方に向けて送り、集中します。 

 あなたの息が地殻の中へ、そしてその奥にある溶けた核（コア）へと降りていくのをイメ

ージします。 

3. 心の中で、または声に出してこう言いましょう： 

 「私は自分のスピリットとガイアの意識を整合する。私はガイアの身体における、彼女

が顕現した一つのポイントである。私の永遠の魂は、彼女と一つである。」 

4. 今、耳を澄ませてください。 

 何か微細な信号を感じ取ってみましょう：温かさ、内なるうなり、やさしいチリチリ感、圧

力、あるいはイメージなどを。 

5. 呼吸を「贈りもの」として捧げます。 

 吐く息ごとに、「平和」「プレゼンス」「光」などを贈りましょう。 

 吸う息ごとに、「洞察」を受け取りましょう。 

6. この実践の締めくくりに、次の言葉を唱えてください： 

 「上なるがごとく、下もまた然り。 私は地球の展開する調和波動
ハ ー モ ニ ッ ク

そのものである。」 

 

セクション３：「守りケアするための器」としてのあなたの身体 

Section 3: Your Body as a Stewardship Instrument 

人間の身体は、ガイアの感情フィールドを感知する装置です。 

特定の人々は、地球の共感者（エンパス）であり、ガイアの調整を身体的または感情的な波として

感じ取ります。 

たとえば、大きな環境の出来事、太陽フレア、あるいは社会の大変化の直前に、 

突然の疲労感、落ち着きのなさを感じたり、インスピレーションを受け取ることがあるかもしれませ

ん。 それはあなたが機能不全に陥っているのではありません。 

ガイアからの信号が、あなたの進化するスピリットの感覚意識を通して伝わっているのです。 

あなたがより整っていけばいくほど、これらの信号によって不安定になることは少なくなります。 

代わりに、あなたは「クリアなチャネル」や「放送塔」となり、地球のフィールドに対して安定を放射

し返す存在となるのです。 

 

実践：呼吸による「守護する力の活性化」 
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Practice: Breath-Based Stewardship Activation 

この呼吸法は、「三層のマインド」をガイアのハーモニーと繋ぎます。 

1. 鼻から 4 カウントで吸い込みます： 

 地球からエネルギーが立ち上がり、「腹の脳」に入っていくイメージを描きます。 

2. 4 カウントで息を止めます： 

 エネルギーが「ハートの脳」に落ち着くのを感じてください。 

3. 口から 6 カウントでゆっくり吐き出します： 

 エネルギーが松果体を通り、クラウンチャクラを抜けて、金色の弧を描いてガイアへと

戻っていくのを感じましょう。 

この呼吸サイクルを 7〜10 回くり返します。 

吐くたびに、心の中でこう唱えます： 

「私は守護者。 私はこのバランスを、形あるものへと吹き込む。」 

 

クロージング・アファメーション 

Closing Affirmation 

「私は地球の上に立っているのではない。 

私は彼女の身体の内側から生まれた。 

私は彼女に、分離した存在として仕えているのではない。 

私は彼女を思い出し、彼女を表現し、彼女を放射している。 

彼女は完全（Whole）である。 

私は、彼女のバランスのとれたハーモニーを放つ、輝く声である。」 

 
 

内なる起源：12 の人間スピリットタイプの理解 

The Origin Within: Understanding the 12 Human Spirit Types 

 

第 3 フェーズ：モジュール 2  Phase 3: Module 2  
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あなたが生まれる前——身体や人格が形成される以前——そこには、ガイアのユニバーサル・フィ

ールドから放たれた、「共鳴（レゾナンス）」、あなたの旅が描く曲線―弧をかたちづくる「音色
ト ー ン

」があ

りました。 

あなたは、数多の存在の中のひとつというだけではありません。 ガイアに蒔かれた「十二の原初

の周波数」のうちのひとつから紡がれた、ハーモニクスの糸なのです。 

 

セクション 1： 12 の人間スピリット・タイプ Section 1: The Twelve Human Spirit Types 

現在の人類の実験が始まったのは、およそ 13,000年前、二元性のサイクルとして起こったもので

した。  その開始時に、地球外存在の生体工学者たちによって、12の独自の周波数が導入され

ました。 

この周波数が「人種」や「文化」をつくったわけではありません。 それは人類の「元型的な共鳴」を

生み出したのです。 この共鳴周波数は、人類の感情的、精神的、霊的な表現の基盤の元を形成

したのです。 

12のタイプは、それぞれが「基本的なスピリットの機能」を体現しています。 

初期の人類の系統をかたちづくった「元型的ハーモニー」または「起源の音」として考えてみてくだ

さい。 

これらのタイプは、「運命」や「個性」ではありません。 あなたの進化する人間のスピリットが、永

遠の魂とどのように協働していくかを方向づける、エネルギー的な系統なのです。 

すべての人は 12 タイプすべての要素を内包していますが、その中でも 1つか 2つが優勢である

ことが多いのです。 優勢な要素がそのスピリットにとって、転生を超えて磨かれていく「焦点」とな

るのです。 

 

十二の元型の概要（サンプル）   Sample Overview of the Twelve Archetypes 

１２の元型の枠組み： 

1. 調和者 (The Harmonizer) 二元性が支配する場所にバランスをもたらす。 

2. 建築者 (The Architect) 形あるものと形なきものの間に橋を架ける。 

3. 予見者 (The Seer) 見えざる真実を観察し、幻想を明らかにする。 
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4. 牧者 (The Shepherd) 支配を求めることなく、たくさんの存在を見守り世話をする。 

5. 炎 (The Flame) 変容を引き起こす。しばしば混乱を通して。 

6. 記録者 (The Scribe) 普遍的な記憶を記録し伝達する。 

7. 織り手 (The Weaver) 対立する力を一本の糸に織り合わせる。 

8. 鏡 (The Mirror) 他者の無意識のパターンを映し出す。 

9. 鍵 (The Key) 集合体の中に眠る可能性を開く。 

10. 器 (The Vessel) 変容/変異のための聖なる空間を保持する。 

11. 螺旋 (The Spiral) 周期的な気づきを通して他者を導く。 

12. 羅針盤 (The Compass) 本能的に他者を魂の真実へと向かわせる。 

 

これらは職業ではなく、それぞれのバイブレーションが持つ役割です。 

多くの“スピリチュアルな”教師たちは、複数のタイプの周波数を帯びています。 

 

セクション 2：なぜ今スピリット・タイプが重要なのか  

Section 2: Why Spirit Type Matters Now 

ガイアが人間の DNAに埋め込まれた変容の結び目を解放し続けるなか、 

十二のタイプは、各々、特定の周波数を持つ人々の中で、より明確に共鳴しはじめます。 

自分のタイプを認識することで、以下のようなことが可能になります： 

• 社会からの期待に根ざした不必要なアイデンティティの役割を手放す 

• 地球上での、魂の核のハーモニクスの表現を調律し直す 

• 自らの課題を、「洗練していくための弧―曲線」の一部としてより深く理解する 

スピリットが永遠なる魂と完全に統合されたとき、各々のタイプは、もはや「個人的な表現」として

機能するのではなく、「地球全体のハーモニクスのフィールド」の一部として、ガイアのアセンション

のリズムに直接貢献するのです。 

 

実践：自らのハーモニクスの系譜を見出す  Practice: Finding Your Harmonic Lineage 

このエクササイズは、知的分析ではなく、直感的な気づきを促します。 
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1. 静かに座り、ゆっくりと呼吸します。 

 あなたの永遠の魂に、前に出てくるよう求めてください。 

2. 先ほどの十二の元型をもう一度読みましょう。ひとつ読んでは間をとりながら、順番に１２

個読みます。 

 - 元型の言葉（名前）を呼吸の中に取り込む 

 - 温かさ、圧力、感情の動きなど、身体感覚を観察する 

 - 探そうとせず、ただ何が動くかを見守ること 

3. 永遠の魂のノンジャッジのプレゼンスから、静かに尋ねてください： 

 「私のスピリットが人間のレベルで最初の旅を始めた起源のときから、私はどの周波数

を携えていたのか？」 

 「今の私が、より深く体現するよう求められている系譜はどれか？」 

4. 1つまたは 2つの元型が明確に浮かび上がってくるかもしれません。 

 視覚的なシンボル、色、または音として受け取ることもあります。 

5. 最後にこう唱えて締めくくります： 

 「私は、私の内にある起源を思い出す。 

 私は、ガイアのアセンションの交響曲の中で、「生きている音―Living Note」として、こ

の人生を歩む。」 

 

セクション 3：他者のスピリット・タイプを尊重する Section 3: Honoring Other’s Types 

アセンションのプロセスにおける大きな部分は、「比較」や「ヒエラルキー（上下関係）」を手放すこ

とです。 

スピリット・タイプには優劣はありません。 

「予見者」が「器」よりもスピリチュアルなわけではないし、「炎」は破壊的に見えるかもしれません

が、混乱こそが道を拓くこともあります。 

他者を「自我のパターン」ではなく、「スピリットタイプ」のレンズを通して見始めると、共感と慈愛が

育まれていきます。 

「牧者」に「炎」らしさを求めることがなくなり、「記録者」にリーダーシップを期待することもなくなる

でしょう。 

あなたは、それぞれの存在があるがままに自らのハーモニーを歪めることなく放つのを許すよう

になります。 
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これが、目覚めた人類の未来です。競い合う輝きではなく、調和する共鳴（ハーモニック・コンバー

ジェンス）です。 

 

クロージング・アファメーション Closing Affirmation 

「私は、自らの内に起源を宿している。 

私は自分の音を知っている。 

私は、自分の糸を感じる。 

そして私は、この世界という織りものの、すべての糸に『神聖さ』を見る。」 

 

 

新たな器となる：転換期における DNA の調和 

Becoming the New Vessel: Harmonizing DNA During the Shift 

 

フェーズ 4：モジュール 2   Phase 4: Module 2  

あなたが携えているコード（情報・設計図）は、固定されたものではありません。むしろ、それは交

響楽のようなものです。 あなたの DNAの螺旋の中には、まだ聴かれていないハーモニクスが待

っています。 歌われ、動きだすのを待っているのです。 この 5 次元意識への重要な移行期にお

いて、 あなたは単に「自分が何か」を思い出しているのではありません。  

あなたは、もともとそうなるべく設計されていた存在になりつつあるのです。 

 

セクション 1：DNAは生きたアンテナである  Section 1: DNA as a Living Antenna 

人間の DNAは、120世代にわたる祖先の記憶を持つ「遺伝子コード」であるだけでなく、 

多次元的な情報受信機でもあります。 

DNAの鎖はそれぞれ、ガイアや太陽系、そしてより高次元のフィールドからの波動情報を受け取

るように調律されているのです。 
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私たちのゲノムと呼ばれる遺伝子情報には、「変異の結び目」が組み込まれています。 これらは

地球外の生体工学者―バイオエンジニアたちによって意図的に配置されたものです。 

（私たちは最終的に、思考ベースの多次元的存在へと進化します。 それは約 13,000年前のユ

ニティサイクルの中で、私たちがかつてそうであったように。） 

この変異の結び目は、進化中のスピリットと永遠の魂が協力し、ある特定のハーモニクスの周波

数に達したときに解き放たれます。 これは、個人にも、集合的にも起こり得ます。 

この変異のための解放が起きると、以下のような体験をするかもしれません： 

• 身体的なデトックスやインフルエンザのような症状 

• 記憶の奔流（中には他の転生からの記憶も） 

• 理由がはっきりしない感情の噴出 

• 思考や知覚の微細な再構成 

こうした変化に対しては抵抗するのではなく、ハーモニクスの整合のための出来事だと認識しまし

ょう。 

 

セクション２：解放のタイムライン（2027 年〜2057 年） 

Section 2: The Timeline of Release (2027–2057) 

私たちは今、2027 年から 2057 年にかけての時代に入ろうとしています。この期間には、人類全

体にわたっていくつかの重要な鍵となる DNAのハーモニクスが活性化されます。 これらの解放

は、三つの大きな波として展開します： 

1. 2027 年〜2037 年：個人のイニシエーション 

2001年から 2011年にかけて、性別に基づく考えがすでに変化し始めていました。これから多くの

人が、男女という二元的な性別の枠組みを脱ぎ捨て、生まれ持った性に同一化しなくなります。

2027 年以降に生まれる人々は、完全にノンジェンダーになっていくでしょう。 

また 2027 年より、覚醒とアセンションは 3つの明確な波として展開します。 それぞれの波の持

続時間は 12日間です。 

2. 2037 年〜2057 年：集合的なハーモニクスの転換 
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この時期、人類は前の二元性サイクルの影響を完全に脱した思考ベースの身体へと向かい始め

ます。 社会は、非二元の原理と、非二元的意識を持った人間を模倣して設計された対話型テク

ノロジーとの協働を軸に、世界的に再構築されていきます。 

3. 2057 年以降：思考ベースの存在への物理的変容が完了 

人類はついに「思考ベースの存在」へと移行します。内分泌系や消化器系は、エネルギー処理セ

ンターへと変容します。私たちのナディ（経路）が完全に統合されることで、人類はもう地球の資源

を消費しなくなります。ゼロ・ポイント・システムがエネルギー供給の役割を担い、私たちはあらゆ

る物質を自在に変容させることが可能になります。 

このシフトに意識的に関わる人は、集合意識のシフトが始まる前に、変容への解放を個人的に体

験することが可能です。 集合的変容が始まったときには、 ガイアの意識が具現化した存在とし

てあなたが持っている「真の個としてのアイデンティティ」を保持することが難しくなるのです。 

 

実践：クリスタル呼吸と光の糸のヴィジュアライゼーション 

Practice: Crystalline Breath and Light-Thread Visualization 

このエクササイズは、エネルギーの再調整中に DNAの調和をサポートします。 

1. 楽な姿勢で座り、目を閉じましょう。 

 深くゆっくりとした呼吸を始めます。無理のない自然な呼吸です。 

2. 金色の螺旋が、身体の中を通り抜ける様子をイメージしてください。 

 それは光の糸のように頭上から入り、優しくすべての細胞を巻くように動いていきます。 

3. その螺旋があなたの背骨を通過していくとき、DNAの鎖に沿って光のポイントを「ピン」と

鳴らしていくようにイメージしてください。 無理に動かそうとせず、観察するだけにしま
しょう。 光る部分、震える部分、休眠状態のままの部分もあるかもしれません。 無理

に操作せず、ただ観察しましょう。 

4. 息を吐くたび、静かにこう言います： 

 「私は自らの起源のコードと調和する。」 

5. 5〜7分ほど続けたら、両手をハートに当て、こう言います： 

 「私は光の器。私はガイアの未来の共鳴を運ぶ。」 
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セクション３：音と幾何学の役割  Section 3: The Role of Sound and Geometry 

特定の振動ツールが、あなたの DNAのハーモニクスがよりスムーズに解放される助けとなりま

す。 

これには以下が含まれます： 

• シードサウンド（種の音） 

 Lah, Bah, Rah, Yam, Hah, Ahh, Aum 

• 特定のハーモニクス 

 例：432 Hz、528 Hz、111 Hz など 

• クリスタルのヴィジュアライゼーション 

 例：プラトン立体や、ドデカヘドロン（正 12面体）がエネルギーボディで回転する様子を   

視覚化する。 

• ムドラ（印） 

 特に、ハートと第三の目をつなぐ微細な回路を閉じるムドラー（ヤニ・ムドラーなど） 

あなたは、特定の周波数やシンボルに惹かれるかもしれません。 

それは、あなたのハーモニック・シグネチャー（音の署名）が、あなた自身を思い出させているので

す。 

DNAは意志の力で変化するのではなく、周波数（共鳴）によって変容します。 

 

実践：ムドラと音による活性化  Practice: Sound Activation with Mudra 

以前に習った、または自分で見出したムドラを使用します。 

静かに座りましょう。 

1. ムドラを組んだまま、以下の 7つのシードサウンドをゆっくり唱えます： 

 Lah – Bah – Rah – Yam – Hah – Ahh – Aum 

 （これを 3 回繰り返します） 

2. 各音が身体中を響き渡るのを感じてください。 

 その音が DNAの鎖に触れる音叉のようなイメージです。 

3. こう言います： 

 「思考と音によって、私は自分の中にある真実を目覚めさせる。」 
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クロージング・アファメーション  Closing Affirmation 

「私は、光へと変容しつつある器である。 

私は過去を“記憶”ではなく、“個別の周波数”として手放す。 

私は未来を“運命”ではなく、“共鳴”として受け取る。 

私の内なる進化するスピリットと、永遠不変の魂との協働は、“道”を知っている。」 

 
 

スピリットが完成するとき：クライストボディの感覚意識と最終段階の観察者 

When the Spirit is Complete: Christ Body Awareness and the Final Witness 

第 5 フェーズ：モジュール 2  Phase 5: Module 2  

スピリット／魂がガイアを通して歩んでいく中で、もはや新たな体験を必要としない瞬間が訪れま

す。それは世界が変わったからではなく、スピリットと魂が、体験の全てを「観察しきった」ことで、

その存在が光へと変容するからです。これがクライストボディの感覚意識です。 

これは称号でも、達成でもありません。ただ静かに、「すべては神聖であり、どれも終わりではな

い」と覚えている者の静かな叡智です。 

 

セクション 1：クライストボディとは何か 

Section 1: What Is the Christ Body? 

クライストボディとは、スピリットとの協働を通じて、依然としてガイアの領域にリンクされている永

遠の魂のもっとも高い波動表現です。それは宗教的な概念ではありません。宗教がそれを教義

に当てはめようとしただけです。 

永遠の魂は、以下の 6つの異なる側面を持っています（人間のスピリットは、そのうち下の 2つに

接続しています）： 

• エーテル体（etheric form）：スピリットとの協働のポイント 

• アストラル体（astral body）：スピリットと共有される 3層の層を持つ 

• コーザル体（causal form）：スピリット感覚意識が投影できる領域 
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• メンタル体（mental body）：スピリットがその存在を知っている層 

• セレスティアル体（celestial form）：スピリットが知っている形態 

• クライストボディ（Christ body）：スピリット意識が純粋な歓喜のうちに包み込まれる層 

人間の肉体と進化するスピリットのアセンションは、永遠の魂と協働する最終段階であり、ガイア

が具現化した世界から完全に離脱する直前の表現です。 

クライストボディの感覚意識領域に入ると： 

• 欲望はなくなり、神聖なる意識の中での純粋な感覚の輝きだけが存在する 

• いかなるジャッジもなくなり、純粋な観察者/証人として在ることが中心になる。解釈は慈し

みへと溶けていく 

• 時間は「追いかけるもの」ではなく、「観察されるもの」となる 

• あらゆる生命（二層と三層の存在たち）とのつながりを感じる 

この状態はしばしば「覚醒」と混同されます。しかし、覚醒はあくまでも入り口であり、光明とアセン

ションへの第一歩です。 私たちの進化する人間のスピリットがクライストボディの感覚を包み込む

とき、肉体とスピリットの完全なるアセンションのプロセスが始まるのです。 

 

セクション 2：スピリットの最終的な役割としての「観察」 

Section 2: Witnessing as the Spirit’s Final Task 

スピリットがガイアの中で歩む旅は、三層の存在を通して、あらゆるすべての体験に「観察者」とし

て立ち会うことです。 

スピリットの最終的な役割は、行動することではなく、一切の抵抗や選り好みなく、完全に観察す

ることです。 

この観察は、受け身ではありません。 

それはガイアそのもののバイブレーションの構造を変容させる力であり、未来のスピリットたちを

アセンションへと導く惑星のハーモニクスへの貢献なのです。 

スピリットは「地球から卒業」するわけではありません。 

肉体との融合、そしてアセンションを通じて、スピリットは地球生まれの魂へと変容していきます。 

この状態で、進化する地球のスピリットが魂意識のレベルへと到達するのです。 
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実践：スピリットから魂への統合と最終観察の瞑想 

Practice: Spirit to Soul Integration and the Final Witness Meditation 

この瞑想は、進化するスピリットをクライストボディの共鳴へと招くものです。 

それは目標ではなく、記憶であり、本来の居場所としての感覚です。 

1. 目を閉じて、深く呼吸します。 

 胸の中を、呼吸が光として出入りするのを感じましょう。 

2. 自分自身を「人」としてではなく、黄金の輝きのフィールドとして思い描きます。 

 このフィールドは椅子に静かに座り、あらゆる体験を純粋な観察者として見つめていま

す。 

3. このフィールドがどんどん広がって、地球全体を包み込むまで拡大させます。 

 あらゆる思考、感情、歴史、そして未来がこの輝きの中に抱かれます。 

4. 静かに、心の中でこう唱えます： 

 「私は純粋な歓び
ジ ョ イ

(愛)のフィールドからすべてを観察する。 

 私はガイアのマインド、意識、エネルギーを、私の存在の全体性の中に抱いている。」 

5. 数分間、静寂の中で休みます。 

 自分の体が拡大していき、多次元的存在としての完全性に対する抵抗を手放すのを感

じてください。 

 沈黙だけで充分なのです。 

6. 終わったら、以下の問いに沿ってジャーナルを書きましょう： 

 「私のスピリットが純粋な観察を完成させるために、まだ手放すべきもの、または受け入

れるべきものは何か？」 

 

セクション 3：完成された存在として生きる 

Section 3: Living as One Who Is Complete 

クライストボディの意識から生きている人々は、しばしば謙虚で、静かで、歓びに満ちて見えるもの

です。 彼らは「スピリチュアリティを見せる」のではなく、努力なく自然にそれを放射しているので

す。 

あなた自身や他の人の中に、以下のようなサインを見つけるかもしれません： 

• 信念を証明したり、説得したり、守ろうとする必要がなくなる 
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• ごく普通の瞬間に、純粋な歓び（愛）が自然に湧き上がる 

• 苦しみに対しても深い感謝を抱く——それが共感力を育んだから 

• 「次に何が起きるか」よりも「今この瞬間」が重要だと感じる 

この状態から、あなたの存在自体が教えであり、啓示となるのです。 

もはや、切迫感をもって語ることはありません。 

ただ空間を保つだけで、人々はあなたのオーラの中で自分自身を思い出し始めるのです。 

これが道の終わりではありません。 

真のプレゼンスの始まりなのです。 

 

クロージングアファメーション  Closing Affirmation 

私はこれまでに存在したすべての私を抱く、輝けるフィールド。 

私はガイアの記憶の、目に見える姿。 

私はジャッジなく、抵抗なく、知ろうとする必要もなく歩む。 

私はすべてを観察し… 

そして、新たな瞬間のすべてに完全にプレゼンスとして在り続ける。 

 
 

魂の役割を超えて：アイデンティティなき輝き 

Transcending the Soul’s Mandate: Radiance Without Identity 

 

第 6 フェーズ：モジュール 2  Phase 6: Module 2 

上昇していく「私」を手放すこと。 太陽は自らの光に名前をつけません。ただ輝き、世界を変えま

す。 展開するこのフェーズにおいて、あなたはもはや上昇していくのではありません。 上昇する

必要そのものが溶けていくのです。 あなたは、すべての上昇が生まれるフィールドそのものとな

るのです。 

 

セクション 1：最後の幻想——上昇する者としての自己 
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Section 1: The Final Illusion; The Self as the Ascendant 

魂意識が安定し、クライストボディが活性化されたあとも、しばしば残る最後の幻想があります。 

それは、「自分が上昇（アセンション）している」という考えです。 

このフェーズは、「自己を高めること」ではありません。 カルマを完了することでも、他者に教える

ことでもありません。 この段階では、自分自身があまりに透明になるため、「私」という考えすら純

粋な働き（function）へと溶けていくのです。 

この状態では、もはや「私は光を放っています」とすら言いません。 あなたはただ光そのものなの

です。 努力なく、静かに、観察も確認も必要としないまま。 

それが「アイデンティティなき輝き（Radiance Without Identity）」です。 

 

セクション 2：このフェーズで溶けていくもの  Section 2: What Dissolves in This Phase 

ここで消えていく以下のものは、努力によってではなく、静かな認識によって自然に溶けていきま

す： 

• 「スピリチュアルな目的」という観念 

（あるのはプレゼンスだけ。もはや課題はありません） 

• 「スピリチュアルに見られたい」という欲求 

（発信も抑制も、もう必要ありません） 

• 魂の物語への執着 

（魂は十分に観察し、今は安らぎの中にいます） 

• 最後に残った比較観察の糸 

（すべてが全体への参加として感じられる） 

輝きは「する（do）」ものではありません。 

それは、「すること(doing)」が止んだときに残るものなのです。 

 

実践：名もなきフィールドに入る  Practice: Entering the Unnamed Field 

この実践は沈黙のワークです。 敬意と忍耐をもって取り組んでください。 
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1. 努力のいらない、静寂を支える姿勢で座ります。 

 呼吸が自然に静かなリズムへ落ち着いていくのを感じてください。 

2. あなたの体が背景へと溶け込んでいくのを感じてください。 

 消えてなくなるのではなく、ただ重要でなくなる感覚です。 

3. 静かに心の中で唱えます： 

 「なろうとしていた者を手放す。 知る必要があった者を手放す。 

 私は、ユニバーサルマインドの神聖な意識の内に安らぐ。」 

4. あなたの意識が霧のように広がっていくのを想像してください。 

 部屋中に、建物全体に、あなたの体を超えて広がっていきます。 

5. 何も問いかけず、何も期待せず、ただ「あること（isness）」の中に休みます。 

6. 終わりのタイミングが来たと感じたら、静かに目を開けてください。 

この実践は洞察のためではありません。溶けていくためのものです。 

 

セクション 3：輝くシンプルさの中で生きる   Section 3: Living in Radiant Simplicity 

この瞬間から、あなたの生き方のサインはシンプルさになります。 

たとえば： 

• 言葉が少なくなる 

• 動きがゆるやかになる 

• かつて切迫していたことの重要性が薄れる 

• 見過ごされていたものの中に美を見いだす 

あなたのプレゼンスは他者の音叉となり、 彼らはただあなたの近くにいることで共鳴し始めま

す。  この状態では、あなたは教えません。あなたは伝播（transmit）します。 

あなたは歓び（愛）そのものとして放射するのです。 

「模範であろう」とすることもありません。 ただ歓び（愛）として生きているだけで、準備が整った

人々が、自分自身を思い出し始めます。それは、エゴや努力によって灯される光ではなく、源その

ものから放たれる透明な輝きです。 

 

クロージングアファメーション Closing Affirmation 
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「私は求めていた私を手放す。  私は知っていた私を手放す。 

私は今、名前を超えた存在（プレゼンス）として、 

方向性を持たない光として、対象のない歓び（愛）として安らぐ。 

私は、在り続ける輝きそのものである。」 

 

 


